
特定非営利活動法人 青陽 

発達障害児、グレーゾーンの子供達の 

自立に向かって 



●設立のきっかけ 

♠発達障害、軽度の知的障害
者、またはグレーゾーンの子
供達・学生達の社会的自立支
援 

♠個人の持っているスキルを
発表、アピールできる場所を
作り、発達障害者への理解を
深めてもらいたいと思っていま
す。 
 

●団体の目的 

♠どんな人間にも磨けば光る
スキルがあるものです。 

 ・モノづくり     

  切り絵       ・音楽活動 

  レジン・ 

  アクセサリー 

 

発表の場・ワークショップ・ショップ 

 

 

社会と共存・自立 



私たちの思い、考え 

♠地域の課題 

・発達障害、軽度の知的障害、
健常者との境に位置するグ
レーゾーンにいても、磨けば
健常者より高いスキルがあり、
その能力を一般社会で役立て
ることができます。 

・ 「障害」を「個性」と置き換え
て、お互い支えていけばより
豊かな生活ができるようにな
りますし、障害者の自立に大
きく前進すると思います。 

♠少しの理解と支えがあれば 

・「こだわり」は反面、「指示され
たことに忠実に」作業するとい
う特徴があります。 

・そこで制作した作品を見ても
らったり、発表する場を作るこ
とで、障害者の社会参画の手
助けができると思っています。 

 

健常者と障害者が共に動ける場所
を作ることが出来れば、理解が深ま
るのに… 



活動紹介 

①切り絵ワークショップ 

②レジンアクセサリー 

     
ワークショップでの 

     周囲の方たちとの 

     ふれあい 

③演奏会、街なか 

 コンサートでの音楽演 

 奏活動 

④放課後児童クラブでの 

 イベント補助 

 （参加させてもらってま 

  す。） 

 

 



地域、住民、ボランティア、 
参加者の反応や変化 

♠放課後児童クラブにインター 

 ンとして参加した学生 
「子供達との接し方、支援が必要な子供
への声かけの仕方を学ぶことができまし
た。保育の勉強をしているので、実際に
子供達と接する機会をたくさん持ててあ
りがたいです。 」 

 

♠ワークショップ教室参加の子
供達の声 
「月に一回のレジン教室が楽しみです。
自分だけのキーホルダーなどを作れる
のが嬉しいです。」 

「夏休みのカレー作り、遠足など友達と
一緒に思い出が作れて良かったです。」 



協働に向けて 

♠活動・組織での悩み 

 困っていること 
・障害者が能力を発揮できる場所 
 づくり 
 ⇒福利厚生の一環として 
  切り絵ワークショップ 
  レジンワークショップ 等 
  いかがでしょうか。 
・作製した作品の展示ブース、 
 販売ブース 
・音楽活動を発表する場・案内広報 
   を積極的に展開したい！ 
 場を盛り上げる音楽活動、 

 季節に応じた曲目を選曲することも
できます。 
 

♠企業と協働したいこと 

サポートしてほしいこと 
○体験活動 

  ・切り絵：紙（厚紙、特に黒色）、色紙 

  ・レジン：型、パーツ、UVライト 

  ＊材料等の補助 

○音楽活動 

      ・活動の広報・啓蒙 

  ・楽器購入の補助（ハンドベルなど） 

○インターンシップ等の受け入れ 

○体験学習・演奏会・展示会・出店等の 

  際の移動の助成 

  ・交通手段 

  ・移動経費 

よろしくお願いいたします！！ 



企業に向けてメッセージ 

♠どんな子供達でもその一生は長いものです。 

 その子たちが自分のスキルを使って明るく、 

 楽しく、自立して生活できる支えを、ぜひお願 

 い致します！ 


